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研究の背景

イルミネーションモーフィング（以下ILM）[Manabe’ 05] 

入力画像１ 入力画像２

アニメーション作成時のコスト削減

照明条件照明条件照明条件照明条件がががが変化変化変化変化するするするする場合場合場合場合
中間画像中間画像中間画像中間画像はははは作成作成作成作成できないできないできないできない

輝度値の単純線形補間
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ILM手順

等輝度線等輝度線等輝度線等輝度線

出力画像出力画像出力画像出力画像 入力画像入力画像入力画像入力画像入力画像入力画像入力画像入力画像

等輝度線等輝度線等輝度線等輝度線 等輝度線等輝度線等輝度線等輝度線

入力画像１ 入力画像２中間画像

輝度分布輝度分布輝度分布輝度分布のののの形状形状形状形状をををを等輝度線等輝度線等輝度線等輝度線のののの形形形形でででで表表表表すすすす 輝度分布輝度分布輝度分布輝度分布のののの形状形状形状形状をををを等輝度線等輝度線等輝度線等輝度線のののの形形形形でででで表表表表すすすす
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問題点
グレースケールグレースケールグレースケールグレースケール画像画像画像画像しかしかしかしか扱扱扱扱えないえないえないえない

・・・・ グレースケールグレースケールグレースケールグレースケール画像画像画像画像ではではではでは

一画素一画素一画素一画素がががが一一一一つのつのつのつの値値値値をををを持持持持つつつつ →→→→ 画画画画素値素値素値素値をををを輝度輝度輝度輝度値値値値としてとしてとしてとして扱扱扱扱うことができるうことができるうことができるうことができる

・・・・ カラーカラーカラーカラー画像画像画像画像ではではではでは
一画素一画素一画素一画素がががが三三三三つのつのつのつの値値値値をををを持持持持つつつつ →→→→ 画素値画素値画素値画素値をそのままをそのままをそのままをそのまま輝度値輝度値輝度値輝度値としてとしてとしてとして扱扱扱扱えないえないえないえない

R、、、、G、、、、B各各各各々々々々についてについてについてについてILMをををを行行行行うううう →→→→ 色合色合色合色合いがいがいがいが変化変化変化変化

入力画像入力画像入力画像入力画像１１１１ 入力画像入力画像入力画像入力画像２２２２

モデル 基準画像基準画像基準画像基準画像色合色合色合色合いがいがいがいが変化変化変化変化したしたしたした中間画像中間画像中間画像中間画像
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研究目標

カラーカラーカラーカラー画像画像画像画像にににに対対対対してしてしてして適用適用適用適用するするするする

RGB値を別の表色系での

値に変換、輝度値を抽出

ILM

RGB値に逆変換

イルミネーションモーフィングイルミネーションモーフィングイルミネーションモーフィングイルミネーションモーフィングにににに適適適適したしたしたした表色系表色系表色系表色系をををを選択選択選択選択するするするする

今回今回今回今回のののの検討検討検討検討のののの目的目的目的目的
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検討

前提条件前提条件前提条件前提条件

１１１１．．．． 模様模様模様模様のないのないのないのない平面平面平面平面をををを扱扱扱扱うううう

２２２２．．．． 画像中画像中画像中画像中のののの光源光源光源光源はははは一一一一つつつつ

検討検討検討検討するするするする表色系表色系表色系表色系のののの輝度値輝度値輝度値輝度値

１１１１．．．． XYZ表色系表色系表色系表色系ののののY値値値値

２２２２．．．． HSV表色系表色系表色系表色系ののののV値値値値

３３３３．．．． L*a*b*表色系表色系表色系表色系ののののL*値値値値

４４４４．．．． RGB表色系表色系表色系表色系ののののRGB値値値値のののの平均平均平均平均

（単純な輝度分布の画像を用いるため）
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表色系と輝度値

XYZ表色系表色系表色系表色系

・・・・ XYZ値値値値でででで色色色色をををを表現表現表現表現するするするする

・・・・ Y値値値値はははは人間人間人間人間のののの被視感度被視感度被視感度被視感度にににに依依依依ったったったった値値値値

HSV表色系表色系表色系表色系

・・・・ 色相色相色相色相H

・・・・ 彩度彩度彩度彩度S

・・・・ 明度明度明度明度V
V

S
H R

G

B

X

Y Z

L*a*b*表色系表色系表色系表色系

・・・・ L*はははは輝度輝度輝度輝度をををを表表表表すすすす

・・・・ a*ととととb*はははは輝度輝度輝度輝度をををを除除除除くくくく色情報色情報色情報色情報をををを表表表表すすすす

a*

b*

L*
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検討方法

ILMにににに各表色系各表色系各表色系各表色系によるによるによるによる輝度値算出法輝度値算出法輝度値算出法輝度値算出法をををを導入導入導入導入しししし、、、、生成生成生成生成されたされたされたされた結果画像結果画像結果画像結果画像をををを比較比較比較比較

自然自然自然自然なななな光源光源光源光源のののの移動移動移動移動をををを模擬模擬模擬模擬しているかしているかしているかしているか数値的数値的数値的数値的なななな判断判断判断判断はははは困難困難困難困難

→→→→ 生成生成生成生成されるされるされるされる画像画像画像画像をををを視覚的視覚的視覚的視覚的にににに評価評価評価評価

各画素各画素各画素各画素でのでのでのでのRGB比比比比のののの差差差差がががが小小小小さいさいさいさい

周囲周囲周囲周囲のののの壁壁壁壁などからのなどからのなどからのなどからの反射光反射光反射光反射光のののの影響影響影響影響がないがないがないがない

各画素各画素各画素各画素でのでのでのでのRGB比比比比のののの差差差差がががが大大大大きいきいきいきい

周囲周囲周囲周囲のののの壁壁壁壁などからのなどからのなどからのなどからの反射光反射光反射光反射光のののの影響影響影響影響がないがないがないがない

周囲周囲周囲周囲のののの壁壁壁壁などからのなどからのなどからのなどからの反射光反射光反射光反射光によるによるによるによる色色色色にじみがあるにじみがあるにじみがあるにじみがある

CASE1

CASE2

CASE3

CASE1CASE1CASE1CASE1、、、、CASECASECASECASE２２２２のののの結果画像結果画像結果画像結果画像ではではではでは、、、、いずれのいずれのいずれのいずれの表色系表色系表色系表色系をををを

用用用用いたいたいたいた場合場合場合場合でもでもでもでも大大大大きなきなきなきな違違違違いがいがいがいが見見見見られないられないられないられない

○入力画像例
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ＣＡＳＥ３入力画像

入力画像１ 入力画像２

ILMを用いて中間画像での輝度値を算出

線形補間により中間画像での値を算出
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ＣＡＳＥ３基準画像と各結果画像

XYZ HSV

RGB平均

L*a*b*

基準画像
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ＣＡＳＥ３差分画像

XYZと基準のR値の差分 HSVと基準のR値の差分

16[level]-16

L*a*b*と基準のR値の差分 RGB平均値と基準のR値の差分
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今後の課題

まとめ

• 残り３つの表色系間に優劣は無いか検討

• 検討した物以外の表色系について検討

• より複雑な輝度分布を持った面への適用

• 実写画像への適用

ILMに適した表色系か、XYZ表色系、HSV表色系、
L*a*b*表色系、RGB値の平均について検討

HSV表色系は不適当


